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PrajhakaraguptaのDharmaklrti埋 解

木 村 誠 司

プ ラ ジ ャー カ ラ グ プタPrajhakaraguptaは, ダル マ キ ー ル テ ィDharmaklrti

の思 想 を どの よ うに理 解 して いた のだ ろ うか。 本稿 は, この設 問 に対 す る ご く部

分 的 な考 察 で あ る。

プ ラ ジ ニ ヤー カ ラ グ プ タの ダル マ キ ール テ ィ理 解 に 関 して, チ ベ ッ トの学 僧 シ

ャ ーキ ャチ ョクデ ンSakya Inchog ldanは, きわ め て 興 味深 い記 述 を残 して い

る。 シ ャ ーキ ャチ ョクデ ンは,『 量 の歴 史 』Tbhad ma ohas bymgと い う著 作

にお い て, 次 の よ うに 述 べ る。

プラジニャー カラグプタ1)と ラ ヴィグ プ タNyi ma sbas pa, Raviguptaは ……量

(tshad ma, pramaua)に ついて も, 言説的(tha snyad pa, salpvyavaharika)と 勝 義

 的(don dam pa, paramarthika)の 二つの うち,〔 ダル マキール テ ィ著 『量評釈』Pra-

manavarttfkaに おいて〕説か れるぺ き主 要な るものは, 勝義的量 の名 を 有 す る 所 取

 (gzung, grahya)能 取(dzin, grahaka)の 二つ として存在 しない(gnyis su med pa,

advaita)智(ye shes)で あると説 明 し,〔ダルマキー ル テ ィの〕究 極 的 密 意(mthar

thug gi dgongs pa)は 中観(dbu ma, madhyamaka)に ある と説 くのである2)。(14

a1-3).

プ ラ ジ ニ ャ ー カ ラ グ プ タは, 実 際 に 上 記 の如 き見 解 を提 示 して い るだ ろ うか。

ダ ルマ キ ール テ ィは,『 量評 釈 』 「量成 就 」Pramapasiddhi章 に お い て, 量 の定

義(laksapa, mtshan nyid)を, (A)無 撞 着 性(avisamvadin, bslu med can)と(B)未 知

の対 象 を 明 らか にす る こ と(ajhatarthaprakasa, ma shes don gyi gsal byed)の 二 つ

と した3)。 この 二 つ の 定 義 に 関 して, プ ラ ジ ニ ャー カ ラ グ プタ は 『量 評 釈 』に対

す る彼 の注 釈 書 に お い て, 次 の よ うに 言 及 して い る。

その うち, これ 〔(B)未知 の対象 を明 らか にす るこ と〕 は, 勝 義的量 の定 義であ り, 前者

〔(A)無撞着性〕は, 言説的 〔量の定義〕 である。(p. 30, 1.22/Te. 26b4)4)

ここで,〔未知 の〕対象 とい う言葉 に よって, 勝 義を述 べているのであ る。「未知の対象

を明 らかにす る」 とい うのは, 勝 義を明 らか にす る とい う意味なのであ る 勝 義は, ま

た二 つ として存在 しないこ とを本質 とす るので, それを明 らか にす ることだけが量なの

である。(p. 30, 11. 19-20/Te. 26b2-3).

シ ャ ーキ ャチ ョクデ ンの 記述 は, プ ラ ジ ニ ャー カ ラ グ プ タの この注 釈 に基 づ いた
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もの で あ ろ う。

さて, シ ャ ーキ ャチ ョ クデ ンの記 述 に お い て,中 観 とい う用 語 は唯 識(vijhapti.

matra, sems tsam)と 対 比 的 な もの と して用 い られ て はい な い よ うに 思 わ れ る。 こ

こで, この 中 観 の 意 味 を 明確 に して お きた い。 『量 の歴 史 』 に お い て, シ ャ ーキ

ャチ ョクデ ンは, 二 種 の 中観 を 設定 して, 次 の よ うに 言 う。

 この教説において, 四つの学 説(grub mtha', siddhanta)の 頂点 とな った中観は, 二

種生 じ, た。 す なわ ち,『解深密経』mDo sde dgomgs'grel, Samdhirmocanasutra

おいて, 転法輪 の三 つの次第 の設定 が生 じ, その うち, 中間 〔の法輪 〕を言葉通 りのも

の(sgra ji bzhin pa)と 設定す る中観 と, 第三の法輪を言葉通 りのもの と設定す る中観

〔が生 じたの〕であ る。第一 〔の中観〕は, 尊者龍 樹Klu grub, Nagarjunaに よって,

論 理の群(rigs tshogs)に おいて説 明され たそれ であ り, 第二 〔の中観〕それ は, 弥勒

 Byams pa, Maitreyaの 法 に随順 し, 無着Thogs med, Asa丘gaに よって説明 されたそ

 れなのであ る。その二つ の うち, この 〔ダルマキールテ ィの〕流派(1ugs)で は, 後者

の規矩それ に随順 し, 説 明の仕方は, 次 の如 くである。 〔『量 評 釈』 「知 覚」Pratyaksa

章 ・k. 213abに おいて〕「そ こ仁おいて, 一方がない ことに よって も, 両者 とも否 定 さ

 れ る。」 と言われ るよ うに, 始めに所取 能取の無 自性を確定す ることに よって, 増 益

(sgro'dogs, adhyaropa)の 辺を 排斥 し,〔 同k. 213cdに おいて〕,「それ故, 両者 の

空性 なること, それが, それ に とって も真実(tattva, de nyid)で ある。」 と述 べ, 二

空 の智 なるものそれ を修習(bsgoms pa, bhavana)に よって感受す ると説 明す る こ と

に ょって, 損減(skur debs, apavada)の 辺 を排斥す るのであ る。5)(3b5-4a3),

プ ラジ ニ ャ ー カ ラ グ プ タに 言 及 した 際, シ ャー キ ャチ ョクデ ンが 用 い た 中観 は,

第 二 の中 観 に相 当 し よ う。 事 を 明 瞭 にす る た め に, 以下, 引 用 文 以外 の個 所 で 中

観 とい う用 語 を 用 い る場 合, 唯識 と対 比 的 な思 想 を表 わ す 用 語 と して のみ 使 用 す

る こ とに した い。 した が って, シ ャー キ ャチ ョ クデ ンの第 一 の記 述 中 にお け る中

観 は, 地 の 文 で は, 唯識 と呼 ぶ こ とに な る。

 さて, シ ャ ーキ ャチ ョクデ ンの第 一 の記 述 を考 察 して み よ う。 この記 述 は, プ

ラ ジ ニ ャー カ ラ グ プタ の ダル マ キ ー ル テ ィ理 解 を正 し く伝 えて い るの だ ろ うか。

少 く と も, シ ャー キ ャチ ョ クデ ンの記 述 は, 先 に見 た プ ラジ ニ ャ カ ラ グ プ タの

注 釈 を逸 脱 して い る よ うに は思 わ れ な い。 勝 義 的 量 を所 取 ・能 取 の二 つ と して 存

在 しな い智 と規 定 す る こ とに も無 理 は ない。 そ し て, 何 よ りも, プ ラ ジ ニ ャー カ

ラ グ プタ と ダル マ キ ー ル テ ィを共 に唯 識 の思 想 家 と して位 置 付 け る近 代 の 大 方 の

研 究 と も見事 に符 合 す る よ うに見 え る6)。 シ ャー キ ャチ ョ クデ ンは, きわ め て 的

確 か つ簡 潔 に, プ ラ ジ ャ ニ ャー カ ラ グ プタ の ダル マ キ ー ル テ ィ理 解 を 提 示 して い
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る, と言 え そ うで あ る。 しか し, 筆 者 は, シ ャー キ ャチ ョ クデ ンの記 述 に対 して, 

若 干 の 疑 念 を 抱 い て い る。 な ぜ な ら, プ ラ ジ ニャ ー カ ラ グ プタ は,『 量 の 歴 史 』

中 に も引 用 され 牽 『量 評 釈 』・「知 覚 」 章k. 213に 対 す る注 釈 の 中 で, 次 の よ うな

注 目す べ き見 解 を 提 示 して い るか らで あ る。

 自己認識(svasalpvedana, rang rig pa)と 他者認識(parasdmvedana, gzhan rig pa)

 は存在 しない と説かれ るか らである。 それ故, 空性だけが優れ てい る とい うのが合理的

なのである。(p. 28, 1.28/Te. 267a6).

筆 者 は, プ ラジ ニ ャー カ ラ グプ タ の注 釈 の意 味 を, 未 だ よ く理 解 で きな い の で あ

る が, も し, プ ラ ジニ ャー カ ラ グプ タが, こ こで, 自己 認 識 す ら否 定 して い る の

だ と した な らぽ7), プラ ジ ニ ャ カ ラ グプ タ の ダ ル マキ ー ル テ ィ理 解 を 唯 識 と断

定 す る こ とは, か な り危 険 な こ と とな ろ う。 また か つ て シチ ェル ノミッキ ーTh.

Stcherbatskyが,「 チ ベ ッ トの パ ンデ ィタ達 の伝 承 に よれ ぽ, プ ラ ジ ニ ャー カ ラ

グ プ タは, 中 観 帰 謬派(Madhyamika-Prasaugika, dBu ma thal gyur pa)の 立 場

か ら,『量 評 釈 』を解 釈 した。」8と 述 べ た こ とを も考 慮す れ ば, 早 急 な 結論 は 避 け

ね ば な る まい。 した が って, 的確 に見 え た シ ャー キ ャチ ョ クデ ンの記 述 は, そ の

意 味 内 容 を根 本 的 に 問 い直 さな けれ ば な らな い もの とな った の であ る。

以上, ご く大雑 巴 に プ ラ ジ ニ ャー カ ラ グ プタ の ダル マ キ ー ル テ ィ理 解 を 考 察 し

て きた。 本 稿 は, ダル マ キ ー ル テ ィ と プ ラジ ニ ャー カ ラ グプ タ個 々 の思 想 を 厳 密

に 比較 した 上 で の所 論 で は な い。 今後 は, この二 人 の独 創 的 な思 想 家 め 差 異 と一

致 を 原 典 に即 して 明 ら か に して い きた い。

1) テ キ ス トはrgyan gyi mkhan po「 荘厳 の 学 者」 とな って い る。

2) Leonard W. J. van der Kuijp, Contributions to the Development of Tibetan

Buddhist Epistemology, Alt-und Neu-Indische Studien 26, 1983, pp. 49-50

拙稿 「チベ ット仏教に おけ るPrajnakaraguptaに 対す る評価」 日本西蔵学会 々報,

第31号S. 60, p. 11参 照。

3) 定義(A)は, k. 1, 定義(B)はk. 5で 提示 され る。 偶の訳 とプラジニャーカラグタの注釈

の訳については, 渡辺重朗 『「量評釈荘厳」におけ る量の定義』成 田山仏教研 究 所 紀

要 第1号, 1976, pp. 367-400参 照。

4) 始 めにSkt. テキス トPramanavarttikabhasya, 次 にチベ ッ ト訳 テキス トPraman

marttfkalamkaraの 該 当個所を示 した。

5) 前掲注2)kuijpの 著書p. 39に 英訳 と解 説があ る。

6) 本稿の性質上特に沖和史 「citradvaita理 論 の展 開-Prajhakaraguptaの 論述-」

東海仏教 第20号, S. 50, pp. 81-94参 照。 また, プラジニ ャーカラグプタのダルマ

キールテ ィ理解 を中観派的 である と証 明 した論文 として, 松本史 朗 「仏 教論理学派の
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二諦 説」(上)(中)(下)南 都仏教45号47号, 1980-82が あ る。

7) 前掲注6)沖 論文pp. 88-87に は, プ ラジニ ャーカラ グプタは,「 勝 義 として は 自 己

認識 唯一が ある。」 と述べてい る, との指摘があ る。一体, プラジニ ャーカラ グ プ タ

は, 最終的 に自己認識 を認めて いるのだ ろ うか。

8) Th. Stcherbatsky, Buddhist Logic vol. I, Dover Pub., Inc., p. 45.
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